
２０１３年２月２日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第7章11～20節

・勉強：第2章49節、第3章1、2、3節
前回は「平安の道」、どのように平安を得るかについてお話ししました。

平安とはなんであるかについて、表面的な意味だけではなく深い意味での説明もしましたが、覚えていますか？

「～がない」という否定形の話法で平安を表現した場合、単純に言えば「ストレス、心配、怖れ、怒り、貪欲、肉欲、自惚れ、嫉妬などがない」ということになりますが、これではまだ浅いレベルでの平安の理解に留まっています。

深い意味での平安とは、たとえこれら「ストレス、心配、怖れetc.」を引き起こすような状況の中にあってもそれに影響されない、言い換えると挑発、誘惑に圧倒されないということです。

また別の角度の「～がある」という肯定形の話法で平安を考えてみると、心が安定した静けさの中にあり、満ち足りていて、内側から喜びが溢れている、と表現することができます。
このうち「満ち足りている」というのがとても重要で、英語でこの状態を表すState of Fulfillmentという美しい言葉があります。
ふつう満足という言葉は、「～に満足している」というように特定の欲望が満たされていることを表現しますが、ひとつの欲望が満たされても、またすぐ別の欲望が生じます。

ここで平安について使っている「満ち足りた状態」とは、個別の欲望について言っているのではなく、何の欲望もない状態を表しています。

求めるべき平安とは何であるか、その基準について説明していますが、普通皆さんが平安が欲しいと言う場合、実際に求めているのは「楽になりたい」ということなのです。
楽な状態というのは、決して理想的なものではありません。
なぜなら、それはすぐになくなるからです。
私は時々「瞑想の方法を知りたい」と言う人に、その目的を尋ねることがあります。

多くの場合その答えは「楽になりたい」であり、日常生活のストレスを取り除く手段として瞑想を考えていて、彼らにとってはそれで十分であり、それ以上は求めません。

一時的には瞑想でその目的を達成できますが、長くは続かず、またすぐ新たなストレスに苦しみます。
ですから我々は理想的な平安とはなんであるか、その基準について勉強しなければなりません。
もちろん、それは簡単に実現できるものではありませんが、その基準は必要です。

永遠なもの、絶対のもの、無限なものを悟らなければ、欲望はなくなりません。
一番高いものを獲得すれば、それより下のものに対する興味を失います。

海を例に出して説明しましたが、河の水が海に流れ込んでも海面が変わらないように、欲望を刺激する情報が外部から入ってきても、心がそれに圧倒されないことが大切です。

感覚が対象から情報を受け取るのは、無意識のうちに行われる場合もあり、避けることはできません。

外部から情報が入ってくるというのは認識のことであり、認識と欲望は違います。

認識の次の段階が欲望であり、ただ見たり聴いたりする時点ではまだ欲望は生じていません。
また見たい、もっと聴きたいと思った時には欲望が生じています。

前にも述べたように、海の水位が流れ込む河の水に影響されないように、最上のものを手に入れれば我々は外部を認識しても、そこから欲望が生じるということはなくなります。
このような境地にある人をウパニシャッドでは、「自分で自分を楽しむ人」と呼んでいます。

ここで主語である「自分」は個人の心、知性、自我のことであり、目的語の「自分」とは、内なる自己、アートマンを指します。

通常遊びには相手が必要ですが、至高のものを知った人間は内側から喜びが現われるので、外部を必要としないのです。

次に第3章の要約に入ります。この章のタイトルは、「カルマ・ヨーガ」となっています。

前の第2章のタイトルは「サーンキャ・ヨーガ」でしたが、バガヴァッド・ギーターのなかで「サーンキャ・ヨーガ」と言う時、それはギャーナ・ヨーガのことであり、六派哲学のうち最古のサーンキャ哲学を指すのではないことを覚えておいてください。
第2章ではカルマ・ヨーガについての記述もありましたが、それにもましてギャーナ・ヨーガについて多く述べられていました。

肉体を古い服に譬えて、肉体の一時性とそれに対比させる形で、アートマンの不滅性について説明がありました。
「安定した知性」についても説明がありましたが、すべてアートマンに関する話でした。
第3章のタイトルは「カルマ・ヨーガ」ですが、バガヴァッド・ギーターの特徴は、ある章のタイトルとなっているトピックは、その章だけに限定されているわけではなく、他の章にもみられることです。たとえばカルマ・ヨーガについての記述は、第2章にもありました。

第3章の冒頭でアルジュナは混乱をしていて、それについてクリシュナに質問します。
第3章1節を見てください。

アルジュナが申します。『ジャナールダナ(クリシュナ)様！果報を求める行為よりも知性を磨くほうがよいというのがあなたのお考えなら、なぜ私に、このような恐ろしい戦いをせよ、とおっしゃるのですか？　おお、ケーシャヴァさま！

アルジュナの質問は、「師よ、あなたは先程ブッディ・ヨーガ(ギャーナ・ヨーガ)を高く評価されましたが、それにもかかわらず私に対してカルマ・ヨーガの実践を勧めます。いったい私はどうすればいいのでしょう？」ということです。
ここで誤解しないでほしいのは、神(クリシュナ)の言葉には間違いがあろうはずはなく、それを聞いたアルジュナが混乱しているのであり、正しく理解するためにどうか説明してほしい、とクリシュナに求めているのです。
第1節には「ブッディル(buddhir)」という言葉が出てきますが、文脈上から判断しないと意味を取り違えてしまいます。

ブッディという言葉はバガヴァッド・ギーターの中にもたくさん現れ、普通は「知性」という意味ですが、この第3章1節では「ギャーナ・ヨーガ」の意味で使われています。

「知性を磨く」というのは、ギャーナ・ヨーガのことです。
バガヴァッド・ギーターなどの聖典は、師について学ばずに翻訳を読んで独学しただけでは、混乱する箇所がたくさん出てきます。

第3章2節を見てください。

あなた様が矛盾するようなことをおっしゃるので、私の心は今とまどっております。どうぞ私にとって最善の道をひとつだけ、はっきりとお示し下さい。』と。

この2節にも「ブッディン(buddhim)」という言葉が出てきますが、こちらのほうは通常の「知性」の意味です。
ブッディ・ヨーガ、ギャーナ・ヨーガ、サーンキャ・ヨーガは同じ意味であり、それを実践する人を指すブッディ・ヨーギ、ギャーナ・ヨーギ、サーンキャ・ヨーギも同じ意味です。

いっぽうカルマ・ヨーガについては、このような言葉上の問題はありません。
第2章49節を見てください。
ダナンジャヤ(アルジュナ)よ！果報を期待しつつやる仕事は、それを期待せずにやる仕事よりもはるかに劣る。故に、いかなる仕事も神への奉仕の精神(無欲)でやるがよい。果報を期待して働く者は、まことに哀れな存在である。

ここにも原文では「ブッディ・ヨーガード(buddhi-yogad)」という言葉が出ており、翻訳で奉仕の精神で仕事を行うとなっているのは、深い意味では実はギャーナ・ヨーガのことです。

この49節では、ギャーナ・ヨーガがカルマ・ヨーガより優れている、と語られています。

「ギャーナ・ヨーガがカルマ・ヨーガより優れているなら、なぜ私にカルマ・ヨーガを勧めるのか？」とアルジュナが問うわけは、彼に求められているカルマが普通のカルマではなく大変なカルマ、第3章1節で恐ろしい戦いと表現されているカルマだからです。
殺したり殺されたりすることもあるカルマです。

クリシュナの答えを解説する前に、少し補足説明します。

アルジュナの問いは「ギャーナかカルマか？」ですが、ヒンドゥー哲学でも古くからこの問題が取り上げられてきました。そしてその際の選択肢としては、
・ギャーナ

・カルマ

・ギャーナとカルマ両方

の3つがあります。

このうち3番目の問題は　Jnana-Karma Samuchchaya-vadaと呼ばれており、古くからこのテーマについて数多くの論争がなされてきました。因みにvadaは理論(Theory)の意味です。

論点は「悟った後、ギャーナ・ヨーガ、カルマ・ヨーガ両方を実践することは可能か？」です。

この議論を理解するために、まずインド哲学の中にジーヴァアートマン(個人の内なる自己)とブラフマン(絶対の実在)の関係について、3つの学派が存在することを知っておいてください。
1 非二元論(Advaita:Non-Dualism)

ジーヴァアートマンとブラフマンは同一のもの

2 限定非二元論(Vishishtadvaita:Qualified Non-Dualism)

ジーヴァアートマンはブラフマンの一部
3 二元論(Dvaita:Dualism)
ジーヴァアートマンとブラフマンは別のもの

マンゴー、林檎、菩提樹など大きさも形も様々な色々な種類の木がありますが、それぞれ全く別物だというのが二元論、どれも木であるという点では同じだというのが非二元論です。

個人的アートマンも偉大なアートマン(ブラフマン)も、どちらも意識であるという意味では同じだというのが非二元論です。

限定非二元論は木とその枝や葉は全く同じものではないが、後者は前者の一部であるという立場です。

海と家庭で使う水は別物だというのが二元論、どちらもH2Oであることには変わりがないというのが非二元論、波は海そのものではないが海の一部分だというのが限定非二元論です。
この点を押さえた上で、先程のJnana-Karma Samuchchaya-vadaの議論について説明します。
非二元論の観点からすると、「悟った人が、ギャーナ・ヨーガ、カルマ・ヨーガ両方を実践すること」は不可能です。

なぜなら非二元論者はすべてのものの中に、ただひとつのブラフマンだけを見ます。

「ブラフマン以外に何も無し」、これが非二元論です。

いっぽうカルマには、必ず行為者、行為、行為の対象という3つの要素があります。

読書を例に挙げると、読む人、読むという行為、そして本があります。

別の例で言えば、歌手、歌うという行為、歌、また料理人、料理するという行為、カレーもそうです。
このカルマの3つの要素は互いに別物であり、この点ですべてはひとつであると考える厳密な非二元論者は、悟った後のギャーナとカルマの両立を認めません。
二元論者、限定非二元論者にとっては、ギャーナとカルマは同時に可能です。

この点でギャーナとカルマの両立について、三学派間で古くから論争があったわけです。
シャンカラチャーリヤは非二元論者で、悟った後のギャーナとカルマの両立を認めませんでしたが、限定非二元論者のラーマヌージャや、二元論者のマドヴァーチャーリヤ(Madhvacharya)は自己の本性を悟った後でもカルマは可能である、という立場でした。
ところでシャンカラチャーリヤの主張に対しては異論があり、それは何より当の本人であるシャンカラチャーリヤ自身が、悟った後に多くの仕事をしているではないか、というものです。
シャンカラチャーリヤは悟った後、ウパニシャッドやバガヴァッド・ギーターの注釈書を書き、多くの弟子を教え、仏教哲学者と議論をして彼らを論破し、インドの東西南北に4つの僧院を建立し、有名な出家の10宗派を設立しました。

余談ですが私自身の正式な呼称は、スワミ・メダサーナンダ・プリーであり、10宗派のうちのプリー派に属しますが、これはシュリ・ラーマクリシュナがトータプリーに学んだからです。
これほど多くの仕事をしたシャンカラチャーリヤが、ギャーナとカルマは両立できないというのは、矛盾ではないでしょうか？

この疑問に答えるなら、これらの仕事をしているときにシャンカラチャーリヤは、すべての中に同じひとつのブラフマンを見ていたのです。
普通の人にとっては、読書する自分自身、読書という行為、本は別々ですが、悟った後はこの別々という考えは起こりません。自分自身の中にも本の中にも、同じものが存在します。

悟った後はカルマをしている間も、名前と形が違うだけですべての本性は同じである、という考えがずっと持続しています。またすべての仕事を非利己的な精神で行います。
そして悟った後に行うすべての仕事は、世俗的なものではありません。

全てはブラフマンであり神であると考えるなら、すべての仕事は世俗的ではあり得ず、霊的なものとなります。

食事の時も、私もブラフマン、手もブラフマン、箸もブラフマン、料理もブラフマン、おなかの中の火(＝熱：消化を助ける)もブラフマンと考えます。
このように考えると、ギャーナとカルマの両立は可能です。

しかしこのカルマは同じように見えても、もはや普通の意味でのカルマではありません。

皆さんの考えるカルマとシャンカラチャーリヤのカルマは、全く質が違います。

「笑顔を見たい」という願望と、「私は悟りたい」という願望は全く違います。

前者は世俗的な願望で束縛の原因となり、後者は霊的な願望で束縛からの解放をもたらします。

外から見るとどちらも同じ願望ですが、質とそれがもたらす結果が全く違います。

シャンカラチャーリヤの「悟った後では、ギャーナ、カルマ両方を実践することは不可能である」という主張も、カルマという言葉を普通の人が考える世俗的なカルマの意味で使うなら、間違いではありません。

アルジュナのクリシュナに対する質問は、「ギャーナか、カルマか、或いは両方か？」でした。
クリシュナの答えは第3章3節を見てください。

至高者が答えられます。『無垢なる者(アルジュナ)よ！私はすでに君にこの世で真理を体得する二つの行法を説いた。即ち、哲学的思索を好む者には知識行(ギャーナ・ヨーガ)を、活動を好む者には奉仕行(カルマ・ヨーガ)を。
第2章のタイトルもサーンキャ・ヨーガでしたが、この3節にもサーンキャという言葉が出てきます。
六派哲学のうち最古のサーンキャ哲学と、バガヴァッド・ギーターで使われるサーンキャ・ヨーガ(ギャーナ・ヨーガ)は違うということはすでに説明しましたが、カピラによって創始されたサーンキャ哲学は大変深淵な思想体系で、パタンジャリのヨーガ哲学やヴェーダーンタ哲学に大きな影響を与えています。

その一番の特徴は、プルシャとプラクリティという概念にあります。
プルシャは安定して、至福で、賢く、不変な状態であり、ブラフマンと似たアイデアです。
いっぽうプラクリティは活動的な状態で、すべての働きの源であり、またサットワ、ラジャス、タマスという3つのグナもプラクリティに含まれます。

面白いのはプラクリティからすべての働きは生じますが、プルシャがなければプラクリティは単独では活動を始められません。
プルシャはプラクリティが活動するための触媒のようなものです。
またプルシャはひとつだけではなく複数あり、宇宙の創造、維持、破壊を一周期とした場合、各周期について特定のプルシャが責任を負います。
言い換えると、ある宇宙が存続している間はあるひとつのプルシャがその宇宙の責任者ですが、その宇宙が消滅し次の宇宙が誕生すると、新しい宇宙は別のプルシャが担当します。
いっぽうプクリティは宇宙の誕生、消滅に関係なくひとつです。

プルシャには意識があり、プラクリティは無意識ですが、ともに永遠です。

これがカピラのサーンキャ哲学の考え方ですが、ヴェーダーンタ哲学ではプルシャにはブラフマン、プラクリティにはマーヤが相当します。

しかしヴェーダーンタ哲学がサーンキャ哲学と違うのは、ブラフマンとマーヤが別のものではなく、マーヤもブラフマンから生じているという点です。
またサーンキャ哲学ではプルシャが複数あるのに対して、ヴェーダーンタ哲学ではブラフマンはただ一つである、という点でも違います。

上記二点がサーンキャ哲学とヴェーダーンタ哲学の大きな違いですが、それ以外の点で言えば、プラクリティ、マーヤ、3つのグナ等の概念をはじめとして、ヴェーダーンタ哲学がサーンキャ哲学から取り入れているアイデアはたくさんあります。
バガヴァッド・ギーターの中のサーンキャ・ヨーガは、サーンキャ哲学ではなくヴェーダーンタ哲学のサーンキャであり、ギャーナ・ヨーガのことです。

ヴェーダーンタ哲学では、ブラフマンとプラクリティは同じものであり、プラクリティはブラフマンから生じ、またブラフマンに還ります。
たとえば蜘蛛の巣は蜘蛛が作り出し、また蜘蛛に戻ります。

アルジュナの質問は「ギャーナかカルマか」でしたが、それぞれの実践者をギャーナ・ヨーギ、カルマ・ヨーギと呼びます。

そして厳密な意味でギャーナ・ヨーギと呼ばれるためには、それにふさわしい資格が必要です。

・識別
一時性と永遠、有限と無限、相対と絶対、実在と非実在の識別ができること。
・早期の放棄

　　ヒンドゥー教では、一生を四つの時期に区切って考えます。

1 Brahmacharya(学生期)　②Garhastha(家住期)　③Vanaprasta(林住期)　
④Sannyasa(遊行期)

ギャーナ・ヨーガの実践のためには、学生期の次に家住期、林住期の段階を経ないで、直接遊行期に進むことが求められます。
・ヴェーダーンタ哲学の学習と理解

・非定住

　　一か所に居を定めず川が流れるように絶えず移動し、食事も定まった供給源を持たない。
・安定した知性
　　絶えずブラフマンとつながっている。

これらが完璧なギャーナ・ヨーギのための条件であり、理想です。

いっぽうカルマ・ヨーギについては、このような厳しい資格は要求されません。

ですから、まずカルマを実践して心を浄めるということをせず、いきなりギャーナ・ヨーガを実践すると、それは偽善的で見せかけのギャーナ・ヨーガとなってしまします。
カルマ・ヨーギには礼拝、儀式や家族のための多くの義務がありますが、ギャーナ・ヨーギにはそれがありません。

インドでもギャーナ・ヨーギを自称する人がいて、「私はギャーナ・ヨーギになったので何の義務もなくなった。」などと言います。
しかし形の上でギャーナ・ヨーギを装っていても、本人の心の中に強い欲望が残っているなら、その人は本来はカルマを行うべきなのです。

見せかけのギャーナを実践しても、その道を進むことはできません。

それだけではなく、多くの問題が発生します。

ある信者がシュリ・ラーマクリシュナの居るドキシネッショルの僧院に、長期間滞在していました。この信者はギャーナ・ヨーギになろうとしていました。

シュリ・ラーマクリシュナが尋ねたところ、この信者は結婚していて子供もいました。

そして妻子の面倒は、妻の両親が見ているということでした。

これを聞いたシュリ・ラーマクリシュナはたいそう怒り、この信者に家に戻って自分の務めを果たすように命じました。

自分に義務がある場合、それから逃避してギャーナ・ヨーギになることなどできません。

私は日本で、「自分はギャーナ・ヨーガが好きで、ラマナ・マハリシ、ニサルガダッタ・マハラジ、クリシュナムルティなどの本を読んで勉強して、ギャーナ・ヨーギになりました。」、と話す人に会ったことがあります。
本をちょっと読んだぐらいでは、ギャーナ・ヨーギにはなれません。

ギャーナ・ヨーガを実践するための資格を備えた人は、実に稀です。

一般の人には、カルマ・ヨーガが適しています。
クリシュナのアルジュナに対する答えも同じです。
アルジュナのカーストはクシャトリヤであり、その心の中には戦士の意識があります。

敵を打ち負かしたいという気持ちがあり、パーンダヴァを侮辱した相手側に復讐したい、という思いもありました。
このようなアルジュナの心理状態では、ギャーナ・ヨーガはできません。

クリシュナの答えは、「アルジュナよ、もちろんギャーナ・ヨーガは素晴らしいが、あなたはまずカルマ・ヨーガを実践すべきであり、それによって将来ギャーナ・ヨーギにふさわしい資格を得たなら、そのときギャーナ・ヨーガを実践すべきである。」ということです。
カルマによって、カルマがもたらすマイナスの結果を取り除き、純粋になります。
普通のカルマの目的は世俗的なものであり、その結果が我々を束縛します。

もし束縛から解放されたいなら、そのための方法もまたカルマです。

たとえば、皮膚にとげが刺さったなら、別のとげで刺さったとげを掻き出して取り除くのに似ています。
カルマの結果による束縛を別のカルマで解放すると言うとき、別のカルマとは、種類が違う仕事を指しているのではありません。

同じカルマでも、どのような態度や目的でそれを行うかで、結果は全く違います。

目的が世俗的な楽しみか解脱か、欲望を伴ったカルマかそうでないかで、結果が違います。

欲望を伴わないカルマは神聖なカルマであり、名声などの見返りを求めません。

神に対する奉仕として、カルマを行います。

家住者の場合、日常生活においての行為が家族や親戚のためではなく、彼らの中にいる神に対して行うと考えることにより、神聖な行為になります。

目的が違えば同じカルマでも、結果は無執着と束縛に分かれます。
欲望をなくすために、カルマをやめる必要はありません。

欲望を取り除くためにもカルマは必要であり、そのためにはカルマに対する目的、態度、見方が変わることが必要です。

「正しい態度、目的でカルマを行うことにより徐々に心が清まり、その結果ギャーナ・ヨーガ実践の資格を得ることになる。」、これがクリシュナのアルジュナに対する答えです。

